
浜松市立賀茂真淵記念館
一般社団法人 浜松史蹟調査顕彰会

◆場所/冬１・２・４・・・賀茂真淵記念館 講座室

冬３・・・・・・・・浜松市地域情報センター ホール

◆定員/冬１・２・４・・・・各講座４０名、冬３・・・・１６０名

◆駐車場/冬１・２・４・・・賀茂真淵記念館駐車場

冬３・・・・・・専用駐車場がありませんので、公共

交通機関をご利用ください。

◆受講料/各講座の初回に集金します。

e-メール kamonomabuchikinenkan@na.commufa.jp

ホームページ httpｓ://www.mabuchi-kinenkan.jp
〒432-8036 浜松市中央区東伊場一丁目22番2号
TEL・FAX(053)456-8050

志都呂宇布見線(５番ポール)、
商工会議所下車北へ徒歩５分。
※急坂道となっております。

●お車／
雄踏街道、商工会議所西信号
を北へ坂上がる。 （国道２５７号
線森田町信号を北進）

●バス／
鴨江佐鳴台線(３番ポール)鴨江
坂上下車南へ徒歩７～８分。
※道は平坦です。
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和船による伊勢参り
～遠州灘を和船で出掛けた伊勢参り～

講 師 浜松史蹟調査顕彰会専門委員 小杉 達 氏
開催日時 令和７年 1/18(土) 13:30～15:30

会 場 賀茂真淵記念館 講座室 募集人数 ４ ０名 受 講 料 500円
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国語問題の歴史
～「かなづかい」を中心に～

講 師 小山 晴久 氏
開催日時 令和７年 2/15(土) 13:30～15:30

全講座

１回
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浜松塩専売の専売圏
～浜松塩町の塩商人と関係地域住民の対立～

講 師 浜松史蹟調査顕彰会専門委員 伊平 充宏 氏
開催日時 令和７年 2/22(土) 13:30～15:30

会 場 浜松市地域情報センターホール 募集人数 １ ６ ０名 受 講 料 500円

全１回
冬
３
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都田白昭満州開拓村物語
～89歳の元満蒙開拓団員の証言で綴る～

講 師 浜松史蹟調査顕彰会専門委員 柴田 宏祐 氏
語り手 都田町 武井俊夫氏

開催日時 令和７年 3/１(土) 13:30～15:30

会 場 賀茂真淵記念館 講座室 募集人数 ４ ０名 受 講 料 500円
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◆申 込/ ①ホームページの申し込み欄、②Eメール、③FAX 、

④１講座ごと１通の往復ハガキ、のいずれかの方法で、
住所、氏名、電話番号、ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ（お持ちの方）、参加
希望講座名（例：「冬１和船による伊勢参り」）を記入し
てお申し込みください。

※往復ハガキ以外は１回の申し込みで複数の講座の申し込み
が可能です。なお、自然災害等により講座が延期・中止となる
ことがありますのでご承知おきください。
※必ず連絡できる電話番号を記入してください。

●JR浜松駅から徒歩１０分
●遠州鉄道西鹿島線
「遠州病院駅」下車徒歩２分
●バスターミナル
・１０番のりば 蒲・小沢渡線

「総合庁舎」下車徒歩３分
・１１番のりば 早出線
「県総合庁舎」下車徒歩３分

※当センターには駐車場があり
ませんので公共の交通機関また
は、近隣有料駐車場をご利用く
ださい。浜松駅
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■賀茂真淵記念館 ご案内図

■浜松市地域情報センター ご案内図

◆申込締切 令和７年１月６日（月）
ハガキの場合、１月６日必着 （申し込み多数の場合抽選）
定員に満たない場合は、以降も随時受付します。ご連絡ください。
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会 場 賀茂真淵記念館 講座室 募集人数 ４ ０名 受 講 料 500円

浜松史蹟調査顕彰会専門委員

なぜ浜松塩町から遠く離れた北遠
の住民から専売に反対する声が上
がったのか。文化9年（1812）の古
文書から読み解くとともに、その
後の展開を見ていきます。

今から80年前に浜松から満州に
渡った「浜松郷開拓団」のくらし、
ソ連侵攻による決死の逃避行。
やっとの思いでたどり着いた三方
原北端の地、都田で、満州開拓
「夢」の実現に賭けたあゆみ。89
歳の武井俊夫さんの証言で綴る平
和へのメッセージです。

電車や車ではなく、地引網漁をして
いた人たちが遠州灘を和船で、手押
しの櫓を使って乗り切っていた、そ
んな頃の話をします。

漢字が日本に伝わったころ、当時
の人々は日本語を漢字でどのよう
に表したのか。そして、江戸時代
の国学者たちは、漢字だけで記さ
れた書物から何を解明したのか考
えてみたいと思います。
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